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校
長 

篠
田
か
な
え 

 

一 

本
校
の
沿
革 

自
然
豊
か
な

条
里
の
里

に
、
昭
和

二
十
二
年

四
月
、
中

条
小
学
校
の
一
部

を
借

り
て
、
中

条
村
立
中
条
中
学
校

が 
 

 
 

発
足
し
ま
し
た
。

二
十

七
年
に
新

校
舎

が
完
成
し
た
も
の

の
、
当
時
は
水
田

に
直

接
建
設
し

た
た
め
、

雨
期
・
雨
天

時
と
も
な
る
と

校
庭
は

池
の
よ
う

に
な
り

使
用
不
能
。

そ

こ
で
、
校
庭
へ
の

土
盛

り
が
地
域

の
皆
様
の
奉
仕
作
業

で

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
五
十

五
年

一
月
に
は
、

木
造

の
本
校
舎
が
全
焼

す
る

と
い
う
悲

し
い
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
で
も

地

域
の
皆
様

の
献
身
的
な
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、

翌
年

二
月
新
校

舎

が
完
成
、
現
在

に
至

っ
て
い
ま
す
。 

今
日
ま
で
の

七
十
八
年

間
、
中
条

中
は
常
に
「
地
域

の

学
校
」
と
し
て
、

地
域

の
皆
様
に

愛
さ
れ
、
支
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、

由
緒

あ
る
歴
史
と
伝
統

を
継

承
し
、
未
来

を
生
き
抜

く
た
く
ま

し
い

生
徒
の

育
成
を
目

指
し
て
取

り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す

。 

 二 

校
歌
制
定

に
係
る
エ
ピ
ソ
ー
ド 

 

① 

制
定
年 

昭
和

四
十

年
九

月
七
日 

② 

作
詞

は
、

校
区

に
あ

る

常

光

院

の

住
職

で
あ

っ
た

、

小
久
保
康
田
様

に
よ
る

も
の
で
す

。
康
田
様

は
、
依
頼

を
受

け
た

際
、
「

中
条

は
、

歴

史
あ

る
す

ぐ
れ

た

土
地

な
の
で
、
地
域

の
歴

史

を
し
っ
か
り

伝
え
ら
れ
る

内
容

に
し
た
い
」
と
お

考

え
に
な
り
、
作

詞

を
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
歌
詞
に
は

、「
条
里

の

む
か

し
拓
け
た
る
」「
こ

の
里

の
誇
り
を
い
だ
き

伸
び
ゆ
か

ん
」
の
文
言

が
あ
る

等
、
ま
さ
に
、
地
域

の

歴
史
を
語

り
、
地
域

の
未
来
を

担

う

中

学

生

に

期

待

す

る

思

い

が

込

め

ら

れ

た

詩

と

な
っ
て
い
ま
す
。 

作
曲

は
、
当
時
、
埼

玉
大
学

助
教
授

で
あ
っ
た
、
折

山
俊
也
先
生

で
す
。 

  

＊ 

中
条
中
学
校

の

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー 

く す の っ き ー  



 

   


